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日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

要
望
書
を
提
出
さ
れ
た
の
は
、
大
津
市
の

天
台
寺
門
宗
総
本
山
園
城
寺
（
三
井
寺
）
長

吏
・
福
家
英
明
氏
、
京
都
市
の
本
山
修
験
総

本
山
聖
護
院
門
跡
門
主
・
宮
城
泰
年
氏
、
泉

佐
野
市
の
真
言
宗
犬
鳴
派
七
宝
滝
寺
末
寺
宝

照
院
住
職
・
膾
谷
健
眞
氏
、
京
都
仏
教
会
顧

問
弁
護
士
・
橋
口
玲
氏
ら
７
人
で
す
。
計
画

に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
「
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
計
画
予
定
地
は
修
験
道
の
主
要
な

山
岳
修
験
道
場
で
あ
る
〝
葛
城
修
験
〟
の
経

９
月
９
日
、
滝
畑
地
域
の
安
定
型
産
廃
最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
京
都
府
や

滋
賀
県
な
ど
近
畿
各
地
の
修
験
宗
派
の
代
表
者
ら
が
和
歌
山
市
長
と
和
歌
山
県
知
事
に
対

し
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
建
設
計
画
中
止
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

塚
（
き
ょ
う
つ
か
）
第
三
の
宿
よ
り
第
四
の

宿
に
到
る
道
中
に
位
置
し
て
、
極
め
て
重
要

な
霊
域
に
あ
た
る
。

今
も
神
仏
が
宿
る

宗
教
的
霊
地
と
し
て
、

宗
教
的
伝
統
が
息
づ

く
宗
教
文
化
的
な
価

値
を
後
世
に
守
り
伝

え
る
た
め
。

地
元
住
民
は
も
ち

ろ
ん
周
辺
の
市
町
村

並
び
に
国
民
の
共
有

財
産
と
し
て
美
し
い

水
を
は
じ
め
豊
か
な

恵
み
を
も
た
ら
し
て

き
た
自
然
環
境
や
風

致
を
維
持
し
、
環
境

保
全
を
図
る
た
め
」

等
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
要
望
書
を
受

け
、
仁
坂
吉
伸
知
事
は
「
県
の
林
地
開
発
の

許
可
基
準
が
あ
り
地
元
の
人
の
同
意
が
な
け

れ
ば
許
可
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
今
回
は

地
元
が
一
致
団
結
し
て
反
対
し
て
い
る
の
で

許
可
し
な
い
と
前
か
ら
言
っ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

数
年
前
に
地
元
の
方
か
ら
「
修
験
道
宗
派

の
方
々
が
数
年
前
の
大
雨
の
中
滝
畑
に
来
ら

れ
、
そ
の
時
に
産

廃
処
分
場
計
画
の

こ
と
を
話
し
た
」

と
お
聞
き
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
後
、
皆
さ
ん

の
強
い
思
い
が
通

じ
た
の
で
し
ょ
う
。

今
回
の
よ
う
な
、
独
立
し
た
各
宗
派
の
指

導
者
級
の
方
々
が
共
同
で
要
望
に
出
向
い
て

下
さ
っ
た
の
は
異
例
の
こ
と
だ
と
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
「
林
地
開
発
は
許
可
し

な
い
」
と
の
知
事
の
発
言
を
引
き
出
し
た
こ

と
は
心
強
い
限
り
で
す
。
一
日
も
早
く
建
設

計
画
が
撤
回
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（滝畑地域が葛城修験道と記載されている文献）
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無 料 生 活 相 談

お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：１０月２１日（水）

１１月 ４日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無料生活法律相談

相談実施中は看板を出しています

反

対

討

論

８
月
31
日
、
９
月
定
例

市
議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

８
月
中
に
終
わ
っ
た
異
例

の
９
月
議
会
で
し
た
。
党

・
市
議
団
は
提
案
さ
れ
た

８
件
の
議
案
の
う
ち
、
議

案
第
１
号
と
第
３
号
の
２

件
に
反
対
、
反
対
討
論
は

森
下
さ
ち
子
議
員
が
行
い

ま
し
た
。

議
案
第
１
号
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
で
す
。
地

震
対
策
の
予
算
や
災
害
に

対
す
る
復
旧
費
な
ど
歳
入

歳
出
予
算
の
補
正
に
つ
い

て
は
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
問
題
な
の
は
、
債
務
負
担

行
為
補
正
（
１
つ
の
事
業
や
事
務

な
ど
が
単
年
度
で
終
了
せ
ず
に
、

後
年
度
に
も
負
担
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
、
議
会
の
決
議
を

経
て
そ
の
期
間
と
額
を
確
定
す
る

も
の
）
で
、
２
０
１
６
（
Ｈ
28
）

年
～
２
０
１
８
（
Ｈ
30
）
年
度
を

期
限
と
し
て
小
学
校
給
食
民
間
委

託
事
業
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
学
校
給
食
の
調
理
・
洗
浄
を

民
間
委
託
す
る
も
の
で
す
が
、
学

校
給
食
は
コ
ス
ト
削
減
を
優
先
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
公
的
責
任
で

こ
ど
も
た
ち
の
発
達
を
保
障
す
る

学
校
給
食
の
実
施
と
い
う
点
で
、

直
営
に
戻
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ

議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
民
間
委
託

の
継
続
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

議
案
第
３
号
は
、
和
歌
山
市
手

数
料
条
例
の
改
正
で
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
通
知
カ
ー
ド
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
年
金

機
構
の
個
人
情
報
漏
え
い
問
題
も

解
決
せ
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
よ
る
情
報
漏
え
い
に
つ
い
て
国

民
の
不
安
が
一
掃
さ
れ
て
い
な
い

も
と
で
国
に
何
の
意
見
も
言
わ
ず
、

国
の
方
針
そ
の
ま
ま
に
条
例
改
正

す
る
こ
と
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

１
、
「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・

紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
に
関
す
る

決
議
」
案
を
全
会
派
の
共
同
提
案

で
、
発
議
第
１
号
と
し
て
可
決
。

２
、
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復

元
を
図
る
た
め
の
予
算
措
置
を
求
め

る
意
見
書
」
は
至
政
ク
ラ
ブ
、
誠
和

ク
ラ
ブ
、
維
新
の
党
議
員
団
、
日
本

共
産
党
市
会
議
員
団
の
４
会
派
の
共

同
提
案
で
可
決
。

共

同

提

案

戦
争
法
案
は
９
月
19
日
未
明
、
参
議
院
本
会
議

で
自
民
・
公
明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
憲
法
の
平
和
主
義
、
立
憲
主
義
、

民
主
主
義
を
こ
わ
す
歴
史
的
な
暴
挙
で
す
。
「
こ

の
日
を
忘
れ
な
い
！
」
「
戦
争
法
は
廃
止
だ
！
」

と
全
国
で
怒
り
の
抗
議
行
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

９
月
23
日
、
「
憲
法
９
条
を
守
る
和
歌
山
弁
護
士

の
会
」
「
戦
争
さ
せ
な
い
和
歌
山
委
員
会
」
な
ど

９
団
体
が
呼
び
か
け
、
和
歌
山
城
西
の
丸
広
場
で

『
戦
争
法
制
絶
対
許
さ
な
い
ぞ
！
９
・
23
集
会
』

が
開
か
れ
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ワ
カ
モ
ノ×

憲
法
」
の
姫
田
広
さ
ん
は
「
安

倍
政
権
に
退
場
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
」
と
訴
え
、

和
歌
山
大
学
の
学
生
は
「
デ
モ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

と
ら
え
て
な
か
っ
た
僕
が
こ
こ
に
来
て
い
る
。
次

の
世
代
に
平
和
を
渡
す
た
め
に
」
と
述
べ
、
日
本

共
産
党
の
下
角
力
県
委
員
長
は
党
・
提
案
の
「
戦

争
法
廃
止
国
民
連
合
政
府
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。


